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交河故城ヤールホト城南区古墳群と墓表・墓誌
岡　内　三　眞
はじめに
　本論は、交河故城ヤールホト城南区古墳群出土の墓表・墓誌についての研究である。資料とし
て、1930年に黄　文弼がおこなった西北科学考査団の調査による資料（黄　文弼著・土居淑子訳
1994）、1956年に新彊考古訓練班が実施した発掘調査による資料（新彊考古研1989）、1994年から
1996年にかけて早稲田大学と新彊文物考古研究所が合同で実施した日中合同調査隊による3次の
発掘調査資料（新彊考古1996a，1996b，1997a，1997b長澤編1996）を用いた。これらの墓表や墓
誌は、およそ100余基の墓のデータに基づいている。まず、墓表、墓誌の資料を中心に考察をおこ
なう。それらが城南区古墳群の中にどのように分布しているかを明らかにしよう。そして墓の年
代差が古墳群の地域差に反映するかどうかを、墓表、墓誌の年代と分布から探ってみよう。さら
にひとつの整域内でどのような順序で墓が構築されているのかを、確かめて順序だててみよう。
ただし発掘調査によって墓表、墓誌の出土状態が明らかなものと、出土状態や他の伴出遺物が不
明なものと資料によって精度に違いがある。この点は十分に注意を払いながら考察をすすめるこ
とにしたい。つぎに男性の墓表、墓誌には、官職を記した例が多い。女性の場合は、夫の官職を
しるした例がある。官職の上下が埋葬±止の分布に差異があるか否か、地区によってどのような分
布特徴を示すのかを明らかにしよう。さらに墓の立地や構造、副葬品などの出土遺物によって、
被葬者の身分や杜会的地位などをおしはかってみよう。これらによって城南区古墳群の実態とそ
こから推定できる社会変化や文化の変遷を探ることが可能となろう。
グリッドの配置
　ヤールホト城南区古墳群とひとくちに言ってもその範囲は広大で、東西3km、南北1kmの面
積があり、交河故城の小川をへだてた南の台地上に立地している。古墳数はおよそ2000基にたっ
し、配置や規模は複雑である。そのために東西3km、南北1kmの範囲をグリッドで正方形に区
切って調査することにした。
　まず1994年に遺跡全体の測量と、遺跡踏査を実施した。そして中国側の協力をえて、1／500で
地形測量をおこなった。この地形図をもとにして250mの方眼グリッドを真北に沿わせて設定した。
こうして一辺が250mになる正方形の遺跡地図を作成した。そして遺跡地図をもとにして、遺跡、
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遺構の確認調査をおこない、同時に2000基におよぶ古墳ひとつずつの長さ、幅、現存高さなどを
計測する悉皆調査を3年間にわたって実施してきた。1996年の夏には、古墳の現状を調べ、個数
を確認するナンバーリング調査をほぼ完了した。1997年からは、未計測や不備のみつかった古墳
を再計測したり、データベースに画像を取り込むためにデジタルビデオやデジタルカメラによる
古墳の撮影を実施した。現在は、これらの調査基礎資料をもとにして、遺跡台帳と遺構・遺物台
帳をデータベースに作成中である。
　さて調査区は、調査地点が東西南北に拡大するであろうことを予測して、記号はローマ字の大
文字とローマ数字をもってあてた。東西をA　B　C　D　E…南北をI　n　m　IV　V…に
わりあてている。このため250mの方眼グリッドは、記号の組み合わせによって全調査地点をカ
バーすることができるようになったのである。将来おこなわれるであろう交河故城や城北区古墳
群との比較研究や発掘調査にそなえて、いつの時代のどの調査隊でも使えるように配慮したつも
りである。これによってFV1区といえば、たちどころにその場所を確認できるようになっている。さ
らにグリッド内の遺構についても数が多いために記号化して表現している。石で囲まれた埜域は、
ローマ字の小文字でa　b　c　d　e　fと記号をつけ、a埜域と呼ぶ。石で囲んでいないが、明らかに
群を構成し墓域を示す古墳グループには、丸囲み数字の記号①②③④⑤をつけ、②墓域と呼ぶ。
そしてひとつずつの墓には、アラビア数字で記号をつけて、1号墓、18号墓と呼ぶことにした。
ただし竪穴土坑墓は斜体の数字12345で、横穴式洞室墓は正体の数字ユ2345を使いわけ
ている。ところで、これらの記号はあくまでも遺構を識別するためにつけたので、順番を示して
いるわけではないことを断っておく。埜域や墓の構築順などは、発掘調査によらないかぎり順序
を認定できないからである。
　また地図情報は、1994年から1999年まで早稲田大学シルクロード調査研究所と新彊文物考古研
究所とが合同でおこなった、交河故城に付属するヤールホト城南区古墳群の悉皆計測調査のデー
タに基づいている。また本書に使った図は、早稲田大学シルクロード調査研究所編r交河故城城
南区古墳群の調査』奈良シルクロード学研究センター紀要10号の図を引用、改変して用いた。
トルファン墓制の変遷
　アスターナやヤールホトをふくむトルファンー帯の墓は、魏晋南北朝から唐時代にかけて、数
多く発見されている。これらについてはすでにいくつかの編年研究が試みられている（岡崎　敬
1953）。ところがヤールホト古墳群の起源については、いまだに本格的な究明がなされていない。
そこで、日中合同発掘調査が1994年から1996年の3年間にわたって、ヤールホト城南区古墳群で
実施された。われわれ早稲田大学シルクロード調査隊と新彊文物考古研究所が合同で調査したの
は、B皿区C埜域とB　lV区A整域、DIV区F埜域、E　IV区C埜域、F　V区②墓域、④墓域、J　W
区1～16号墓、GW区B整域、I　W区⑧墓域、J　m区C埜域の墓である。これによって、魏晋
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南北朝に先立つ前漢時代の車師墓が、J　W区に存在する事実が明らかになった。また、東の端の
Jm区では麹氏高昌国時代の墓を発掘し、西の端のB皿区では唐時代の墓を検出した。そこで前
漢時代から唐の西州時代にかけての墓を、系統立てて分類する必要が生じてきた。車師前国から
南北朝前期までの墓は、竪穴土坑墓と竪穴偏室墓とである。南北朝から麹氏高昌国、唐時代にか
けては、横穴式洞室墓がつくられる。このため前後を大きく竪穴系と横穴系とに二大別できる。
さらにその中を細分して数時期をもうけた（岡内1997a）。I期は竪穴土坑木棺墓と竪穴土坑木榔
墓で、紀元前3世紀以降にはじまり、下限は車師前国の時期で後漢のはじめまで、n期は、上記
の墓に加えて竪穴偏室墓が出現し、後漢はじめから下限は北涼まで、m期は、横穴式洞室墓が出
現し、墓室天井が水平な平頂天井になる時期で沮渠高昌国まで、IV期は墓室天井が孤をえがく時
期で、主に麹氏高昌国の500年から640年まで、V期は、唐の西州時代にはいり、完全に中原の唐
代墓制を模倣するようになった時期で、640年から700年までである。
ほぼこの順序で推移したとみなし得る。以後、ことわらないかぎり、この編年試案を用いている。
城南区の墓
車師前国の墓地
　車師前国の墓は、城南区古墳群の中でも東の三道溝寄りに位置している。グリッド名で示せば、
I　VI区、J　V1区、J　W区にまたがって分布している（図1）。われわれ早稲田大学シルクロード調
査隊が中国隊と合同で調査したのは、まさにこのJ　W区の墓である。発掘調査によって、竪穴土
坑墓と竪穴偏室墓の両者が存在することが明らかになった。竪穴土坑墓が早く出現し、遅れて竪
穴偏室墓があらわれるが、両者は共存する時期があることが判明した。これらのグリッドのほか
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図1　車師前国時代の墳墓
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にも城南区古墳群には竪穴土坑墓、竪穴偏室墓が散在しているが、発掘調査をしないかぎり、車
師前国時代の墓か後世のウイグル時代の墓かは確定できない。黄文弼も1930年に城南区東寄り
の地点を発掘して、新しいウイグル時代の竪穴土坑墓を検出したために、調査を中止している
（黄　文弼1994，p138）。交河故城をとりまく台地上には、長期間にわたる車師前国時代の墳墓が
築かれたと予想できるが、このように発掘調査をして内部構造を確かめないかぎりは、いつの時
代の墓かを確定できない状況にある。HW区やI　V［区の竪穴土坑墓は、おそらくウイグル時代の
新しい墓と思われる。現状ではJVI区やJW区など上記の範囲内には、確実に車師前国の墓が存
在することを指摘するにとどめたい。
麹氏高昌国の墓地
　麹氏高昌国の墓は、地上に裁頭方錐形の封土をもつ横穴洞室墓である。後の唐・西州時代の墓
も同じ形態をとるために、外見のみからでは正確な時期判定が困難である。内部構造と内部の平
面形には、時期的な特徴があらわれるが、発掘調査をしないかぎりその差異を明らかにし得ない。
また出土土器や墓表、墓誌によってさらに年代を限定できるが、これも発掘調査を経なければ資
料を入手することができない。このために扱う材料は、今まで発掘調査によって内容が明らかに
なっている資料に限定せざるをえない（図2）。
　石囲みによる埜域をもつD　I区；A埜域一3号墓からは、「延昌十一（571）年、令狐天恩」の墓
表が出土している。C　n区；A－1からは「史　伯悦　延壽八（63ユ）年」、A－3からは「史　祐孝
延昌五（565）年」が出土している。B－1からは「麹懐祭妻王氏延昌二十九（589）年」、「麹
懐祭　延昌三十一（591）年」、B－2からは「麹　慶珠　重光三（622）年　墓表」、ともう一つの
墓榑があるが文字が不鮮明で読み取れない。B－3からは「麹　謙友　延昌十七（577）年」、B－7
からは「麹　延紹　延壽九（632）年」が出土している。B－4，B－6，B－15，B－17，B－20が発
掘されているが、墓表、墓誌は出土していない。このように墓表、墓誌を持たない墓が、同じ整
域内に存在することが解る。
　D　n区；A－8からは「箔　紹和と妻張氏　和平二（552）年」墓表が出土している。B－2からは
「超　栄宋夫人韓氏　建昌元（555）年」、「趨　栄宋　延昌十三（573）年」、「趨　栄宋妻馬氏　延
和三（604）年」が出土している。B－6からは「越僧胤　義和三（616）年」、B－7からは「趨
悦子　延壽九（632）年」、「趣　悦子妻馬氏　延壽七（630）年」、B－9からは「趨　充賢　延壽九
（632）年」が出土している。
　墓域①一1からは「画　承　章和十六（546）年　墓表」、「夫人張氏　永平二（550）年」、①一2か
らは「画神邑妻周氏延昌二十二（582）年」、①一3からは「画纂延昌三十一（591）年」、
①一4からは「儒　子　延昌十九（579）年」が出土している。
　B皿区；C－1からは「張　神忠　延昌十九（579）年」、いま一つは不鮮明で判読できない。C－
2からは「張　買得　延昌十五（575）年」、「張　買得妻王氏　延昌二十八（588）年」、C－5から
交河故城ヤールホト城南区古墳群と墓表・墓誌 71
は「張　保守　重光二（621）年」、C－6からは「張　時受　延和八（609）年」が出土している。
　C　m区：C－1からは「衛　孝恭妻蓑氏　延昌三十三（593）年」が出土し、C－3，C－6も発掘さ
れているが墓表、墓誌はない。
　Dm区；D－3からは「羅　妻太景　延壽十三（636）年」が出土している。②一1からは「田　賢
文　延昌三十二（592）年」、②一2からは「田　紹賢　建昌五（559）年」、②一3からは「田　元初
永平元（549）年」が出土している。③一2からは「曹　孟祐　延昌七（567）年」が出土している。
　E皿区；A－1からは「孟　宣宗　和平四（554）年」、A－2からは「孟　孝口　延昌二十一（581）
年」、A－3からは「孟　宣住　延昌三（563）年」、A－5からは「孟氏　延和八（609）年」、A－7か
らは「孟氏　義和四（617）年」が出土している。A－16を調査したが、墓表、墓誌は出土してい
ない。D－2からは日乾し±專が出土している。D－3からは「曹　智茂延昌三十七（597）年」、D－
4では未検出、D－5からは「曹　武宣　延壽九（632）年」、「曹妻蘇氏　延壽八（631）年」、D－6
からは「曹　懐明妻索氏墓誌銘」が出土している。Dは曹氏の埜域であるから、D－2の日乾し増
は、曹氏なのであろう。
　B　IV区；A－1からは、「麹　口那妻白阿度及女　建昌四（558）年」、「麹　弾那　及妻張氏　延
昌十七（577）年」、A－5からは「麹　阿口　延昌十二（572）年」が出土している。A－6，A－10，
A－8，A一ユ1，A－12，A－13，A－14は、発掘しているが墓表、墓誌の記述がない。墓の数の割に
は、墓榑が少ないようである。C－1からは「任　叔達妻張抜衰氏　建昌二（556）年」、C－5から
は「任□□建昌三（557）年」、C－6からは「任顕文延昌三十（590）年」、C－9からは
「任氏　延昌三十九（599）年」、C－13からは「任　□一1真妻　延昌十三（573）年」、C－10からは、
墓表、墓誌は未検出である。C－18からは「任　謙　延和十一（612）年」、C－20からは「任　阿
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図2　麹氏高昌国時代の古墳
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慶　延壽十（633）年」が出土している。
①一2からは「麹　顕穆　延昌二十四（584）年」が出土している。②一1からは「張」が出土してい
る。②一2、②一4、②一5は、墓表、墓誌は未検出である。
　DIV区；A－1からは、墓表、墓誌は未検出である。A－2からは「衰　穆寅妻和氏　延昌九（569）
年」が出土している。C－1からは「索」が出土している。D－3からは「箔」が出土している。F－
1では墓表、墓誌を未検出である。F－2からは「延昌二十九（589）年」が出土している。F－3，
F－4では墓表、墓誌を未検出である。H－3では墓表、墓誌は未検出である。H－4からは「唐　忠
賢妻高氏　延昌十三（573）年」、H－7からは「唐　箭　義和四（517）年」、「唐元護妻令孤氏　延
和二（603）年」、あと1枚は読みとれない。H－8からは「唐　仲謙延和十（611）年」、H－9か
らは「唐　耀謙　延壽二（625）年」、「唐　幼謙妻麹氏　義和二（615）年」が出土し、H－10，
H－12，H－14では墓表、墓誌は未検出である。H－15からは「唐　阿朋　延壽十一（634）年」、
「張氏　延壽四（627）年」、H－16からは「客曹主簿　延壽四（627）年」、H－17からは墓誌が出土
しているけれども、文字が不鮮明で読みとれない。H－18では墓表、墓誌を未検出である。I－9か
らは「延和四（605）年」、I－18からは「馬　阿巻　延昌二十一（581）年」、I－19からは「馬氏
延昌四十一（601）年」が出土している。J－2，K－2では墓表、墓誌は未検出である。K－6からは
「王　阿和　延昌五（565）年」、K－11からは「王　皮荷　延和十一（612）年」、K－13からは
「王　闇桂　延壽十三（636）年」が出土している。M－1，M－6，N－3では墓表、墓誌は未検出で
ある。O－1からは「劉　□口」、O－2からは「劉氏　延昌二七（587）年」、O－3からは「劉　保
歓重光元（620）年」が出土している。O－5，O－8では墓表、墓誌は未検出である。
　E　lV区：C－6では墓表、墓誌を未検出である。C－7からは「宋　仁」と日乾しレンガに刻字し
たものが出土している。D－2からは「辛氏　延昌廿六（589）年」、D－3からは「辛氏　延昌十八
（578）年」が出土している。
　F　IV区；A－16からは「蘇　玄勝妻買氏　延昌二十二（582）年」、A－12からは「蘇　口相　延
壽十五（638）年」が出土している。A－5では墓表、墓誌は未検出である。
　GW区；B－1からは「首　口」と日乾しレンガに刻字している。B－3では墓表、墓誌は未検出
である。J　m区；早稲田隊が主に担当した発掘区である。C－1，C－2，C－4，C－5では墓表、墓
誌は未検出である。C－3からは「張　元尊　延昌二十六（586）年」が出土している。
　出土した墓±割ま以上のとおりである。こうしてみると、墓から必ず墓表か墓誌が出土するわけ
ではない。同じ一族の埜域内でも、墓表、墓誌をもつ例と持たない例とが存在する。
　ところで、E皿区D－2とE　IV区C－7，GW区B－1からは、日乾しレンガに文字を陰刻した増が
出土している。これは時代が古く先行する増のスタイルか、たんに文字を省略して書いた新しい
ものかは判断しがたい。墓室の構造は横穴式洞室墓で、麹氏高昌国の前期段階の可能性がある。
しかしそうと判定するには材料が少なすぎるので、類例の増加を待って検討したい。
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　上記3例以外の墓表を集計すると、20埜域、4墓域から84個の墓表が出土している。これを地
図上に示せば、西に多く東に少ない分布にみえる。しかし東からも「索氏」など墓表、墓誌は出
土している（黄　文弼1994，pp．138～139）。ただ黄　文弼が地図に位置を描きこんでいないため、
表示できないにすぎない。そこで1994年から1996年にかけて、F　V区、GW区、I　W区、J　VI区、
J　m区と東よりの地域を意図的に発掘したが、墓表、墓誌を得たのは、わずかにJ　m区C整域の
1例のみであった。ただし東の地域にも封土をもつ横穴洞室墓は分布しているので、発掘調査が
すすめば麹氏高昌国時代の資料は増加すると予測できる。その点で、J　m区から延昌三十六（586）
年の麹氏高昌国の墓表を発掘調査によって検出できたことは、大きな意義を持つものといえよ
う。
　唐西州時代の墓地
　前に述べたように唐西州時代の墓は、麹氏高昌国の墓制を受け継いでいる。このために外見か
らではその差異を認定しがたい。出土遺物や墓表、墓誌あるいは内部構造などの比較が必要とな
る。ここでは墓表、墓誌を中心として扱うことにする。（図3）
　北西の地域から観察すると、C　n区A－1から「史　伯悦妻麹氏　永徽五（654）年　墓表」、D
n区A－6からは「池　朋祐　永徽元（649）年」、B－8からは「趨　貞仁　儀鳳三（678）年」、と
今一つの墓誌がある。B　m区C－10からは「張　歓口妻唐氏　成亨五（674）年」が出土している。
E皿区A－8からは「孟　隆武　貞観二十四（650）年」が出土している。B　lV区C－12からは「任
阿悦妻劉氏　貞観十五（641）年」、C－23からは「任　相住　顕慶元（656）年」が出土している。
DlV区H－2からは「唐　曇海　龍朔四（664）年」、H－5からは「唐候　上元二（675）年」、
H－6からは「唐　思文妻張氏　永淳元（681）年」、H－11からは「唐妻辛英彊　貞観二十一（647）
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図3　唐・西州時代の古墳
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年」・H－13からは「唐　神護　貞観十八（644）年」が出土している。K－10からは「王　康師
儀鳳三（678）年」、K－14からは「王　朋顕　貞観二十二（648）年」が出土している。0－6から
は「劉　住隆妻王延台　顕慶五（660）年」、O－7からは「劉　土恭　乾封元（666）年」が出土
している。
　唐時代の墓は、E区までの西よりに分布し、9埜域から16個の墓誌が出土している。しかし前
に麹氏高昌国時代の例で述べたように、黄　文弼が東の地域で出土した墓表や墓誌を地図上に表
記していないために、見せかけ上の差異があらわれている。おそらく東の地域でも唐時代の墓は
存在するとみなしてよい。しかし数の上では、麹氏高昌国時代の墓よりも数が少なくなっていく
傾向にあることは、認めてよいであろう。
螢域内の築造順序
　つぎにもっとも数多く発掘調査がおこなわれているDlV区の既掘墓の中から、氏名と官職、死
亡年が明らか被葬者を抜き出して、築造順序を検討してみよう。このDIV区の中では、I埜域、
H埜域・K埜域・O埜域がよく調査されている（黄　文弼1994、）。そこでこの地域で年代の古い
順に記述してみよう。
　もっとも古い紀年をもつのは、中央部に位置する王氏のK埜域で、墓は東南方向に墓道を向け
ている。整域内のすべての墓を発掘したわけではないが、20基の配列順序から長期にわたる築造
を推定できる例である。K－6の王　阿和は＜延昌五（565）年〉に築造されている。もっと古い埜
域内の墓は、西南隅（右奥）のK－2であろう。K－6ついでK一ユ1の王　皮萄〈延和十一（612）年〉、
K－13の王　闇桂は〈延寿十三（636）年〉、K一ユ4の王　朋顕は〈貞観二十二（648）年〉、K－10の
王　康師はく儀鳳三（678）年〉である。既掘墓では6、ユ1，13，14、ユ0の順番であり、麹氏高昌
国にはじまり、さいごは唐の西州時代末まで作り続けられた埜域である。墓道から墳丘方向をみ
ると、向かって左奥の2から右奥の6へ進み、壁際までくると左にもどって2列目が再び左はし
から右方向に作られて、しだいに前方へとのびていく（図4）。
　つぎに古い紀年をもつのは、H埜域である。埜域全体の墓門は、西南方向に開口し、墓の墓道
も西南方向をむく。当時も参詣の適があったはずだが、その道に背を向けるようにして埜域を構
築し墓門を西南に開いている。まず最初はH－4の唐　忠賢妻高氏く延昌十三（573）年〉を築いて
いる。次はH－7に埋葬された唐　元護妻令孤独氏のく延和二（603）年〉、H－8の唐　仲謙一〈延和
十（61ユ）年〉がつづく。ついでH－9の唐　幼謙妻麹氏〈義和二（615）年〉、つぎにH－7の唐　箭
〈義和四（617）年〉、つづいてH－9の唐　耀謙がく延寿二（625）年〉に亡くなっている。ここか
ら左に戻り、H－15の張氏は〈延寿四（627）年〉、同じ年にH一ユ6の客曹主簿の唐氏が亡くなって
いる。またH－15の唐　阿朋が〈延寿十一（634）年〉、H－13の唐　神護が〈貞観十八（644）年〉
に、H－11の唐氏妻辛　英彊が＜貞観二十一（647）年〉、H－2の唐　曇海がく龍朔四（664）年〉、
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図4　DIV区の古墳と築造順序
H－5の唐　候が〈上元二（675）年〉、H－6の唐　思文妻張氏が＜永淳元（681）年〉に亡くなって
いる。
　墓の埋葬順序は、墓表、墓誌でみるとH－4，H－7，H－8，H－9，H－7，H－9，H－15，H－16，
H－15，H－13，H－11，H－2，H－5，H－6の順となっている。おそらく4，7，8，9，15，16の
順で麹氏高昌国時代の墓が最初につくられ、そのご唐の西州時代になって埜域を拡張して11，12，
13，14が加えられ、さいごにまた2，5，6が付け加えられたのであろう。ひとつの笙域の中で、
大きく3回の築造に分けられる例である。笙域を示す石囲いと必ずしも一致しない墓の配列を示
す。埜域が狭いために拡張また拡張、さらに追加された墓は、もとの配列規則にのっとらない場
合があることを示している。
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　I埜域では、墓門が東北に開き、墓道もほとんど東北を向く。ただしI－26だけは墓遺の方向が
90度東に偏って、西南方向を向いている。おそらくこの墓が、埜域のなかで最後に構築されたの
であろう。I－18の馬　阿巻はく延昌二十一（581）年〉、I－19の馬氏は〈延昌四十一（601）年〉、
I－9の王氏は＜延和四（605）年〉の順で作られている。1埜域の中に26基の墓がひしめいており、
麹氏高昌国から唐西州までの長期造営を物語っている。しかし整域のごく一部を発掘したにすぎ
ないので、全貌はよくわからない。
　DlV区の東に位置するO埜域は、比較的によくまとまっており、墓道は西南を向き、墓門は参
詣の道がある東北に開口するらしい。O－2の劉氏は〈延昌二十七（587）年〉、O－3の劉　保歓は
〈重光元（620）年〉、O－6の劉　住隆妻王延台は、〈顕慶五（660）年〉、O－7の劉　土恭は、＜乾封
元（666）年〉である。西南の左奥から右奥に向かってしだいに斜め前につくられる。埜域の左奥
のO－1が最も規模が大きく、右端のO－3で折り返し、やや大きなO－4から右下のO－8までジグザ
グに規則正しく築造されており、配列通りの順番であろう。
　D　IV区の調査例でみると、まず第7代麹　乾固の延昌五（565）年以前にK埜域が作られ始め、
続いて延昌十三年にH埜域が、続いて延昌二十一年にはI埜域、延昌二十七年にはO埜域の順で
築造されはじめる。いずれも麹氏高昌国の半ばから築造をはじめている。そして既掘墓では、I
整域の馬氏が麹氏高昌国時代の紀年にとどまるが、他の整域は唐の西州時代までの紀年をもって
いる。したがって、麹氏高昌国時代から築造をはじめ、唐の西州時代になっても墓を作りつづけ
たことが読み取れるのである。ただしB笙域やC埜域、F埜域、J整域、L埜域、N埜域、P埜
域などは、広い埜域の奥にだけ墓を築造し、手前は空白になって墓がない。おそらくなんらかの
事情で、墓をつくれなくなったのであろう。埜域を発掘した例が少ないのでなんとも断定できな
いが、F笙域の紀年〈延昌二十九（589）年〉からみると、これらの整域は、麹氏高昌国時代で造
営を止め、641年以降の唐・西州時代まで存続し得なかったのではないかと想像している。
　墓の墓道方向は、時計回りにみて東北、東南、西南の例は多いが、なぜか西北に墓道を向ける
例が極端にすくない。なぜ西北方向が避けられるのか不明である。また墓遣の方向と埜域の墓門
方向は、必ずしも一致しない。これは整域が隣の埜域と近接しすぎていたり、崖に面して墓門を
開けない場合などに生じてい糺DIV区でいえば、B埜域、K埜域、O埜域などである。K埜域
やO埜域は、参詣の道と墓門方向に関連があるかとも考えている。
墓表と墓誌にみる官職と没年
　つぎに墓表、墓誌にみられる官職を確かめておこう。男性は官職をもつが、当時の女性は官職
に就いていない。ただ夫の氏名と官職を記す例はかなり多い。また没年と年齢についてもふれる
が、女性は没年は記すが年齢を省略する場合がある。こうした点でも当時の社会制度や墓制に対
する男女差、考え方の違いなどが窺える、
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　D　I区；A－3の令狐天恩は、交河郡内幹将のあと戸曹参軍となり、延昌十一（571）年に68歳で
亡くなっている。C　n区：A－1の史　伯悦は、鎮西府省事から交河県故帯閤主簿で、延壽八（631）
年68歳で亡くなっている。妻は麹氏で永徽五（654）年に64歳で死亡し、唐の西州時代になって
いるが墓表と記している。夫が631年に亡くなったとき、妻は41歳だったという計算になる。じつ
に27歳の年齢差である。2体は、墓室の床面上に頭は西北、足は東南側に向けて並んで埋葬され
ている。足元に盆1点をおき、他は枕側に碗5、圷1、壼1点を並べている。これらの土器は、
明器として赤、白、黒で文様を色塗りした彩絵土器である。中にはあの世での食べ物が盛りつけ
らオtていた。A－3の史　祐孝は、鎮西府省事から交河郡功曹吏となり、さらに交河田曹司馬にの
ぼり、延昌五（565）年に亡くなり、死後に高昌司馬建康吏を追贈されている。かなり高い位であ
るが、土器は副葬されていなかった。副葬品の多寡のみでは、地位を推定しがたいことが解る。
B－1の麹　懐祭は、交河中兵参軍から客曹司馬となり、さらに倉部司馬となり、延昌三一（591）
年に亡くなり倉部長吏を追贈されている。夫人は王氏で延昌二十九（589）年に夫よりも早く死亡
している。碗や圷など土器3点を副葬している。B－2の麹　慶楡は、鎮西府省事から功曹吏とな
り、さらに帯閤主簿に任じ田層司馬にのぼり、重光三（622）年に65歳で亡くなっている。B－2に
は、もう一つの墓±專があるが、文字が不鮮明で読み取れない。棺床上には東南向き枕で1体の被
葬者が置かれ、彩絵土器は東南側の頭付近と西北側の足元、墓室入り口付近に24点が配置されて
いた。このように副葬土器は、枕元と足元、さらにそこに置ききれないほど多い場合には、身体
に沿わせて配置したとみなせる。いずれもあの世での食物を盛りつけたのであろう。B－3の麹
謙友は、処仕であったが、延昌十七（577）年に亡くなって交河郡鎮西府功曹吏を追贈されている。
埋葬は1体で、墓室の東北と西北に分けて、21点の土器を並べている。やはり逆の意味で、副葬
遺物が多いから身分が高いとはいえない事例である。B－7の麹　延紹は、鎮西府府門散望将で、
延壽九（632）年に56歳で亡くなっている。壷、圷、皿など土器6点を発掘した。このC－n区の
麹氏一族は、官職が比較的高いグループに属している。この三道溝よりの地点は、交河故城を指
呼のうちに望み、墓の立地としては申し分のない場所といえる。
　D　n区；A－8の箔　紹和は、鎮西府虎卯将軍内幹将で、和平二（552）年に58歳で亡くなってい
る。夫人は敦娃出身の張氏で62歳で亡くなっている。土器の副葬はない。A－6の箔　朋祐は、西
州交河県の人と記すのみで官職を記していない。官職をもたない人物でも一族の墓に埋葬されて
いることがわかる。碗2、壼1点を副葬していた。永徽元（649）年66歳で亡くなっているが、
末尾に墓表と記している。ここでも唐の西州時代になって墓表と記す例があることを示している。
B－2の趨　栄宋は、撫軍府主簿から鎮西府内幹将となり、さらに鎮西府内行参軍となって、延昌
十三（573）年に80歳で亡くなっている。夫人は韓氏で、建昌元（555）年に65歳で先に亡くなっ
ている。555年に妻が亡くなった時、夫はは62歳であった。妻が3歳の年長だったことになる。そ
のために越　栄宋は再婚して馬氏を妻に迎えたが、彼女は延和三（604）年に80歳で亡くなってい
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る。555年の時点で新郎は62歳、新婦は31歳だったことになる。お互いに再婚であった可能性がた
かい。B－6の越　僧胤は、官職名を記していないが、土器は22点を副葬している。義和三（616）
年に71歳で死亡している。B－7の趣　悦子は、鎮西府領兵将で延寿九（632）年に66歳で亡くなっ
ている。妻の馬氏は、延壽七（630）年に56歳で死亡している。夫が8歳年長である。碗2、土不2
点を副葬している。B－8の趨　貞仁は、交河城人と記すのみで官職の記載がない。儀鳳三（678）
年に27歳で若死しているのと関係があるかもしれない。同じ墓から今一つの墓増が出土している
が、詳細が解らない。土器10点を副葬している。B－9の趨　充賢は、鎮西府田曹参軍で、延轟九
（632）年に75歳で亡くなっている。副葬土器はない。①一1の画　承は、高昌兵部主簿から交河郡
戸曹参軍となり殿中中郎将にのぼった高官である。章和十六（546）年に78歳で亡くなった。夫人
は張氏で、永平二（550）年に79歳で亡くなっている。夫人は3歳年下である。画　承の墓±專末尾
に後に夫人張氏の墓表を書き加えている。碗7、壼3点をえた。しかし殿中中郎将としては、質
素な副葬品である。①一2の画　神邑は、鎮西府田曹参軍であったが、妻の墓表が残るだけである。妻
は周氏で・延昌二十二（582）年に亡くなっている。碗10と盆1点を副葬している。①一3の画　伯
演は、田曹参軍で、延昌三十一（591）年に35歳で亡くなっている。圷1、壼1点を副葬している。
①一4の儒　子は、官職がなく、延昌十九（579）年に27歳の若さで亡くなっている。当時も20代で
死ぬのは若死だとみえて、官職をもたない場合が多い。碗4点を副葬している。
　B皿区；C－1の張神忠は、客曹主簿で、延昌十九（579）年に55歳で亡くなっている。いま一
つの墓樽は、不鮮明で判読できない。副葬土器は碗11、圷5、壼3点である。C－2の張　買得は、
鎮西府散望将で、延昌十五（575）年に56歳で亡くなり、功曹吏を追贈されている。妻の王氏は、
延昌二十八（588）年に55歳で亡くなり、王夫人之墓表と記されている。同一人を妻、夫人と併記
しているので、特に用語上で区別はなかったようである。夫は14歳の年長である。副葬土器は10
点である。C－5の張　保守は、鎮西府客曹参軍で、重光二（62ユ）年に55歳で亡くなっている。副
葬土器は14点である。C－6の張　時受は、官職の記載がない。延和八：（609）年に38歳で亡くなっ
ている。副葬土器は碗1、±不2点である。C－10の張　歓口は、妻の唐氏の記録によると西州交河
県人で前の録事である。妻の唐氏は、威亨五（674）年に亡くなっている。墓室内には2体の埋
葬があり・副葬土器2点のほか、金製飾り1点が出土している。
　C皿区；C－1の衛　孝恭は、交河内散望将であるが、妻の墓増に記されている。妻は源州武威
の衰氏で、延昌三十三（593）年に67歳で亡くなっている。妻は武威からこの麹氏高昌国まで嫁入
りしたことになる。副葬土器は碗2、’±不1、壼1点である。C－3からも墓榑が出土したが、磨滅
して文字を判読できない。副葬土器が11点出土している。
　D皿区：D－3の羅氏は、鎮西府交河郡民で参軍になったと、妻の墓±專に記述がある。妻は太景
で、延壽十三（636）年に52歳で亡くなっている。副葬土器はみあたらない。②一3の田　元初は、
交河郡鎮西府兵曹参軍で、永平元（549）年に64歳で亡くなっている。碗1、±不1点を副葬してい
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る。②一2の田　紹賢は、鎮西府兵曹参軍で、建昌五（559）年に三十九歳で亡くなっている。碗5、’
±不2、壼3、甑1点を副葬している。②一1の田　賢文は、戸曹参軍で、延昌三十二（592）年に70
余歳で亡くなっている。土器の副葬はない。田氏の埋葬順序は、墓道方向に向かって右から左に
新しい。③一2の曹　孟祐は、戸曹参軍で、延昌七（567）年61歳で亡くなっている。碗5、圷2、
整2、壷1点を副葬している。この地区は、参軍クラスの人々が多く埋葬されているようだ。
　E皿区：A－1の孟　宣宗は、鎮西府省事から功曹吏になり、和平四（554）年に52歳で亡くなっ
ている。副葬土器は圷8、嚢1点である。A－2の孟　孝□は、交河城中鎮西府の役人で、延昌二
十一（581）年に70余歳で亡くなっている。副葬した土器は5点である。A－3の孟　宣住は、官職
の記載がない。延昌三（563）年に亡くなっている。±不3、壼2点を副葬している。A－5の孟氏は、
鎮西府録事参軍で、延和八（609）年に七十歳で亡くなっている。副葬土器は14点を数える。A－
7の孟氏は、義和四（617）年に死亡している。この墓±專は、延昌と書いた文字を消して義和の年
号を記している再利用±專である。碗1点が出土している。A－8の孟隆武は、官職の記載はない
が、交河県白丁の出身で、貞観二十四（650）年に33歳で亡くなっている。碗1、圷2点を副葬
していた。D－2からは日乾し増が出土しているが、副葬品はない。D－3の曹　智茂は、兵曹参軍
で、延昌三十七（597）年に79歳で亡くなっている。副葬土器は碗1、壷1、盤1点である。D－
5の曹　武宣は、鎮西府曲尺将で、延壽九（632）年に68歳で亡く’なっている。同じ墓から妻の蘇
氏の墓表が出土し、夫より1年早く延壽八（631）年に64歳で死亡している。夫が3歳年長である。
墓室内から風や太陽光を避けるめがねの一種である青銅製遮光器2点が出土している。D－6の
曹　懐明は、前□口曹という不明の官職であるが、妻の墓増に記されたものである。妻は、索氏
で唐の成享五（674）年に72歳で亡くなっている。女性の墓樽であるが、全13行に200余字の長文
で墓誌と銘辞を記してい糺圷5、壼4点が出土してい孔
　B　IV区；A－1の麹　□那は、兵曹司馬で、妻の墓表に記されている官職である。妻の白阿度は、建
昌四（558）年に亡くなっている。また「白　阿度及女」と墓表に記されているので、娘がいたこ
とになる。同じ墓から、麹　弾那の墓表が出土している。それには鎮西府帯閣主簿から兵曹司馬
となり、延昌十七（577）年に69歳で亡くなり、高昌兵部司馬を追贈されている。その墓表の末尾
に夫人は敦僅の張氏と記されている。前妻の白　阿度が亡くなった時、麹　弾那は50歳の働き盛
りで、後に張氏を夫人を迎えたことが知れる。副葬土器は13点である。A－5の麹　阿口は、延昌
十二（572）年に亡くなっている。碗1点が出土している。A－6，A－10，A－8，A－11，A－12，
A－13，A－14は、発掘しているが墓表、墓誌の記述がない。墓に必ず墓表や墓誌が伴うわけでは
ない。C－1の任　叔達は、鎮西府客曹参軍録事で、延昌元（560）年に亡くなっている。妻は張抜
衰氏で、建昌二（556）年に夫より4年前に亡くなっている。妻は張披から麹氏高昌国にやって来
ている。副葬土器は碗5、壷1点である。C－5の任　□口は、官職の記述がない。建昌三（557）
年に51歳で亡くなっている。副葬土器は碗6、壼2、整1点である。C－6の任　顕文は、交河郡
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賊曹参軍で、延昌三十（590）年に72歳で亡くなり、田曹録事参軍を追贈されている。副葬土器は
ない。C－9の任氏は、兵曹参軍で、延昌三十九（599）年に60余歳で亡くなっている。副葬土器は
碗3点である。C一ユ3の任□慎は、妻の墓±專に記されているが、官職の記述はない。妻は、延昌
十三（573）年に亡くなっている。副葬土器は17点である。C－18の任謙は、鎮西府内将で、延
和十一（612）年に73歳で亡くなっている。副葬土器は碗3、圷6点である。C－12の任　阿悦は、
妻の墓表に交河県民鎮西府内将と記されている。妻の劉氏は、貞観十五（641）年に63歳で亡くなっ
ている。副葬土器は20点である。C－20の任　阿慶は、鎮西麻官と記され、延壽十（633）年に69
歳で亡くなっている。副葬土器は碗8、圷4、壼1点である。C－23の任　相住は、官職がない。
顕慶元（656）年に61歳で亡くなっている。圷ユ、壼2点を副葬している。また、この墓からは
誌、銘をそなえた墓誌が出土しているが、任　相住の文字だけを他の墓±專に加えた再利用樽と判
断される。C埜域の壬家の墓±專でみると、麹氏高昌国の参軍クラスから内将になり、ついで府官
となり、唐の西州時代になると官職を失う様子がみてとれる。
　①一2の麹　顕穆は、兵曹参軍で、延昌二十四（584）年に77歳で亡くなっている。副葬土器はな
い。②一1からは張氏、延昌口年の墓増が出土している。副葬土器は圷1点である。
　D　lV区：A－1からは、墓表、墓誌は未検出である。A－2の衰　穆寅は、妻の墓表の記載のみで
詳細は不明、妻の和氏は、延昌九（569）年に亡くなっている。副葬土器はない。C－1からは記室
参軍妻張氏　延昌三年の墓増が出土している。この増に客曹参軍領兵将　索演孫の9字を朱書で
加えている。副葬土器はない。D－3からは箔　霊岳　章和十八（548）年の墓増が出土している。
碗1、圷4、壼4点を副葬している。F－2からは延昌二十九（589）年の墓榑が出土している。室
内には2体の被葬者があり、碗、鉢、罐などの副葬土器が出土した。H－2の唐　曇海は、高昌の
人という。龍朔四（664）年に亡くなっている。墓室内から馬や騎駝の泥偏破片が出土している。
唐の墓制から影響をうけていることが明白である。官職を持たないのに馬や路駝の偏を副葬して
いるのは、シルクロードの交易に携わる貿易商人であったかもしれない。H－4の唐　忠賢は妻の
墓増による記述で、交河県小門散望将である。妻の高氏は、延昌十三（573）年に74歳で亡くなっ
ている。副葬土器は碗4、±不7、壼2、菱2点である。H－5の唐候は、上元二（675）年の墓
増が出土している。奥壁にそって棺床を造りつけ、頭を西に向けて2体を埋葬している。獣形足
盆ユ点は枕もとの棺床上におき、皿1、壼1点は棺下の床面に置いている。副葬品の質はよいの
で、官職はないが商人であったかと推測する。H－6の唐　思文は妻の墓±專の記録から官職を持た
ない交河県人である。妻の張氏は、永淳元（681）年に、25歳で早死にしている。壼4点を副葬
している。H－7の唐　箭は、鎮西府ロロ戸曹参軍から昇進している。義和四（517）年に70余歳で
亡くなり、録事参軍を追贈されている。同じ墓から唐　元護の妻令孤氏の墓表が出土している。
唐元護の官職は内将と記されている。妻の令狐氏は、延和二（603）年に35歳でなくなっている。
文中には妻と夫人と両方の表現を用いて記している。妻と夫人との厳密な使い分けはみられない。
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あと1枚の墓±專が出土しているが、内容を読みとれない。墓室内には3体の埋葬がある。2体は
頭を西北にむけ北壁にそって並置し、墓道と直交する。これに対して、1体は墓室内の西壁に沿
い、頭を墓道側の西南に向けて埋葬されている。副葬土器は、体にそわせて配置し、36点が出土
している。早く埋葬された唐　箭の遺骸を西壁に移し、唐　元護と妻の令孤氏を追葬したのであ
ろう。両者の関係は不明だが、同じ唐氏一族であり、孫か曾孫にあたる年齢差である。
　H－8の唐　仲謙は、鎮西府内将で、延和十（611）年に50余歳で亡くなっている。高さ10c　mで
造り付けの棺床上に、頭を墓道と平行する西南側にむけ、西壁にそわせて1体を埋葬している。
棺床にそって碗5、圷2、壷1、整4、盆1を配列している。H－9の唐　耀謙は、鎮西府府門散
望将で、延壽二（625）年に77歳で亡くなっている。同じ墓の唐　幼謙の妻麹氏は、義和二（615）
年に57歳で亡くなっている。夫が10歳の年長である。副葬土器は13点である。H－10では墓表、墓
誌を未検出である。H－11の唐氏の妻辛英彊には夫の官職記録がなく、貞観二十一（647）年に17
歳の若さで亡くなっている。墓±專の死亡年がわかるなかで、もっとも若い年齢である。結婚して
いたために、17歳の若さでも墓±專を伴って埋葬されたのであろう。副葬土器は碗5、皿3，1窪…1
点である。H－13の唐　神護は、西州交河県民と記すが官職はない。貞観十八（644）年に37歳で
亡くなっている。高杯1点が出土している。H－15の唐阿朋は、鎮西府交河郡□、田曹参軍で、
延壽十一（634）年に66歳で亡くなっている。同じ墓から延壽四（627）年に亡くなったロロ張氏
墓表が出土している。最初の口はこの墓の姓で唐、ふたつめの□は妻と読みたい。副葬土器は23
点とおおい。H－16からは鎮西府交河郡客曹主簿の墓表が出土している。唐氏の埜域なので延壽四
（627）年に72歳で亡くなったのは、唐氏一族の男性であろう。墓室内の奥壁より床面上に頭を西
へ向け、北壁に平行して2体を並べている。副葬土器は31点で、西壁と東壁に分けておかれ、路
駝脚盆だけは、被葬者の足元に置かれていた。H－17から墓誌が出土しているが、文字が不鮮明で
読みとれない。H埜域の唐氏一族は、麹氏高昌国時代は、参軍や散望将であったが、唐の西州時
代には官職をはなれ、商人として活躍したのではないかと判断される。I－9には延和四（605）年
に34歳で亡くなり、鎮西府の官職を追贈された馬氏の墓表がある。副葬土器はない。I－18の馬
阿巻は、鎮西府虎牙将軍から明威将軍となり、さらに宣威将軍にのほる。延昌二十一（581）年
に60歳で亡くなり、殿中中郎将を追贈されている。馬　阿巻の経歴をみると、武人の典型的な出
世コースを歩んでいて、追贈とはいえ殿中中郎将にまで達している。城南区古墳群の中でも5本
の指にはいる高官である。しかし官職が高い割には、副葬した土器は碗2、壼1、菱1と数が少
ない。I－19の馬氏は、延昌四十一（601）年に62歳で亡くなり、明威将軍を追贈されている。馬
阿巻の息子か弟であろう。副葬土器は24点である。I埜域の馬氏一族は、官位の高い世襲軍人一
家であったことがわかる・
　黄　文弼は、K埜域で墓道のみを発掘して、墓表、墓誌を検出している。K－6の王　阿和は、
官職を記さず、延昌五（565）年に亡くなっている。K－10の王　康師は、交河城人で官職を記さ
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ない。儀鳳三（678）年に66歳で亡くなっている。K－11の王　皮萄は、鎮西府と記すだけで官職
はない。延和十一（612）年に50余歳で亡くなっている。K－13の王　闇桂は、交河郡民鎮西府兵
将と記し、延壽十三（636）年に72歳で亡くなっている。K－14の王　朋顕は、交河県神山郷人と
記し、官職を記さない。貞観二十二（648）年に亡くなっている。O－1からは鎮西府内主簿　劉
氏の墓土專が出土している。副葬土器は10点である。0－2の劉氏は、延昌二七（587）年に42歳で
亡くなり、虎牙将軍を追贈されている。副葬土器は圷2、壼1点である。O－3の劉　保歓は、官
職がなく、重光元（620）年に亡くなっている。副葬土器は碗2、圷1、嚢1点である。O－6の
劉　住隆は、妻の墓樽からの記述によると、岸頭府校尉である。妻の王延台は、顕慶五（660）
年に亡くなっている。この墓からは車輪の模型をふくめ明器10点が出土している。中原の唐の埋
葬制度を取り入れている。O－7の劉　土恭は、乾封元（666）年に17歳の若さで他界したためか
官職を持っていない。墓室内から泥偏、泥馬像16点を検出したが、破損が著しい。やはり中原の
墓制が影響を及ぼしている。O埜域の王氏一族は、麹氏高昌国時代は主簿や将軍であったが、唐
の西州時代にはシルクロードの交易に従事した可能1性がある。低い官職や無官でありながら、明
器や泥傭などを副葬しているのは他に例が少ない。
　E1V区；C－7からは「宋　仁」と日乾しレンガに姓と名だけを刻字した墓±專が出土した。この
ような日乾しレンガヘの刻字は、姓や名を記すにとどまる。D－2の辛氏は、鎮西府省事から中兵
参軍になり、延昌廿六（589）年に55歳で亡くなっている。墓室内の被葬者は1体で、奥壁側に頭
を向け、脚を墓道側にむけている。頭部付近に碗2、鉢2、壷1の副葬土器を配列している。D－
3の辛氏は、官職をもたず、延昌十八（578）年に38歳で亡くなっている。墓室内には2体の被葬
者が北の奥壁に平行して埋葬され、碗、鉢、壼など副葬土器23点が出土した。
　FW区：A－16の蘇　玄勝は、妻の墓樽の記述によると、戸曹参軍党内事の官職である。妻の貿
氏は、延昌二十二（582）年に66歳で亡くなっている。副葬土器はない。A－12の蘇□相は、田
曹主簿から兵将吏となり、さらに雑曹参軍となっている。延壽十五（638）年に61歳で亡くなって
いる。副葬土器は碗2、圷3点である。
　GV皿区；B－1かち首　口と日乾しレンガに刻字した墓±專を検出している。
　Jm区：C－3の張　元尊は、官職をもたず、延昌二十六（586）年に、77歳で亡くなっている。
墓室内は被葬者1体のみで、奥壁の東南よりに副葬土器11点が出土している。
　上記のように墓表、墓誌の官職をみると高位高官はきわめて少ない。画承と馬阿巻の二人
が殿中中郎将になっているのが最高の官職とみられ、他は司馬や参軍、主簿、録事などである。
さらに官職をもたない者も多い。麹氏高昌国時代よりも唐の西州時代になると、官職も低くなり
さらに官職を持たない者が増加する傾向にある。このことは唐西州時代になって交河郡の地位が
相対的に低下したことを示すものであろう。
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結　　　　論
1）トルファンヤールホト城南区古墳群は、おそくとも紀元前1世紀の車師前国時代までには築
造を開始し、南北朝、麹氏高昌国をへて唐の西州時代まで造墓活動が盛んであった。その後は都
市遺跡である交河故城の衰退と歩調を合わせるかのように造墓活動も停滞する。
2）車師前国時代から南北朝にかけては、竪穴土坑墓と竪穴偏室墓がつくられる。麹氏高昌国と
唐西州時代には、横穴洞室墓が作られる。この前後2時期は墓制のうえで大きな違いがある。前
者は中央アジアー帯に分布する牧畜民の伝統的な葬制である。後者は、後漢以後に盛行した中国
内地、華北一帯の横穴式墳墓が、河西回廊をへて中央アジアにもたらされた墓制であろう。
3）トルファンヤールホト城南区古墳群で、年号のわかる最初の墓±割ま、「章和七年丁巳歳十一月
壬戌朔十五日乙亥　平遠府録事参軍　張　帰宗夫人索氏墓表」である。章和七年は麹氏の第3代
王・麹堅の治世で、西魏大統三（537）年にあたる。最も新しい年号の記された墓土專は、「康　富
多夫人康氏以十月二十四日亥時崩…、神龍元年十月三十日墓銘」である。神龍元（685）年は、唐
第2代、太宗の時代である。延寿十七（640）年の麹氏高昌国の滅亡、唐・貞観十四年いらい40年
ほど続いた西州の墓も、これを最後に年号を記した墓はなくなってしまう。
4）麹氏高昌国と唐の西州時代では、政権が交代したにもかかわらず、墓制に大きな変化は認め
られない。国が滅びたといっても中原の文化に親しんでいた高昌の人々にとっては、唐の埋葬制
度と大きな違いが生じなかったことを示している。麹嘉が初代の王に擁立された500年代のはじめ
ころからすすめてきた漢化政策は、第7代麹　乾固の延昌（561年）ころからいっそう強くなる。
この延昌ごろから墓表の埋納が急激に増加し、麹　伯雅時代にも引き継がれる。唐に入朝した第
9代の麹文泰はことのほか唐の制度を取り入れている。そうした長年の漢化政策の影響による
ものであろう
5）墓表や墓誌にみる年代差は、ほとんど墓域の形成に影響を及ぽしていない。西の端でも東の
端でも、ほぼ時期差なく全域に墓が営まれている。さらに官職の上下と分布域にも大きな地域差
を認めがたい。しいて言えば、交河故城を近くで望める三道溝寄りの北側が有利で、四道溝に近
い南側が、多少条件が悪いといえようか。それにしても本質的な差異ではなかろう。
6）墓表、墓誌を出土する墓の形態には、上に述べたように時期差も地域差もきわめて少ない。
また官職の上下が墓の形態や副葬品の差となることも少ない事実が判明した。規模の大きな墓が
必ずしも官職の高さを示さず、副葬土器の多寡が身分差をあらわすわけでもない。この点で、考
古学的な手法と文献学的な手法とが、いつでも合致するわけではないことが明らかとなった。こ
うした場合に、考古学的な手法としては、数量や規模よりも質的な内容の違いに意を注がねぱな
らないであろう。この点については、今後の課題として取り組んでいきたい。
84
　　引用文献
黄　文弼著、土居淑子訳1994rトルファン考古記」恒文社。
新彊首屈考古専業人貝訓練班1989「交河故城、寺院及雅弥湖古墓発掘簡報」噺麗文物』1989年4期
岡崎　敬1953「アスターナ古墓群の研究」r仏教芸術」19
新彊文物考古研究所ユ996a「1994年吐魯番交河故城溝西墓地発掘簡報」丁新彊考古発現与研究」新彊文物考古研究所。
新彊文物考古研究所1996b「1995年吐魯番交河故城溝西墓地発掘箇報」r新彊考古発現与研究」新彊文物考古研究所。
新彊文物考古研究所ユ997a「1996年新彊吐魯番交河故城溝西墓地漢晋墓葬発掘簡報」r考古」1997年9期。
新彊文物考古研究所1997b「新彊吐魯番交河故城溝西墓地麹氏高昌一唐西州時期墓葬ユ996年発掘簡報」r考古」1997
　　年9期。
長澤和俊編1996r新彊・トルファン地区の総合的調査』早稲田大学文学部
岡内三眞1997a「トルファン・ヤールホト古墳群の変遷」丁日中共同交河故城溝西墓地調査与発掘総結報告会　要
　　旨』新彊文物考古研究所。
岡内三眞1997b「トルファン・ヤールホト古墳群の調査と研究」r史観」ユ37冊。
　　付記
　この論文は、平成6～8年度文部省科学研究費補助金国際学術研究（代表者・長澤和俊）と、平成10－12年度文
部省科学研究費補助金基盤研究B（2）一般（代表者・菊池徹夫）による研究成果の一部である。また、奈良シル
クロード学研究センター・三菱財団による学術研究助成を受けている。文末ですが、記して感謝いたします。
